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■市政の動き
給与所得者のみなさんへ、日向市行政評価委員会で政策レベル
を外部評価など
■まちの話題
日向市産業・商業まつり、新日向市駅が開業など
■インフォメーション
｢農業委員会委員選挙人名簿」を作成中です、2007日向市福祉
のつどいを開きます、放送大学平成19年度第１学期学生を募集
など

ゆくひゅうが　くるひゅうが
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
で
す
が
す
が
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
２
月
の
東
郷
町
と
の
合
併
に
始
ま

り
、
４
月
に
は
公
立
で
は
全
国
初
と
な
る
小
中

一
貫
教
育
特
区
・
平
岩
小
中
学
校
の
開
校
、
そ

し
て
、
年
末
に
は
待
望
の
鉄
道
高
架
事
業
の
供

用
開
始
並
び
に
新
日
向
市
駅
の
開
業
な
ど
「
元

気
で
活
力
あ
る
日
向
の
再
生
」
に
向
け
て
、
着

実
に
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、
日
本
は
世
界
に
類
を
み
な
い
速
さ
で

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
て
お
り

ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
人
口
に
占
め

る
65
歳
以
上
の
人
の
割
合
が
22
％
を
超
え
、
超

高
齢
社
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
、
地
方
の
財
政
状
況
も
依
然
と
し

て
厳
し
い
中
、
本
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

く
、
昨
年
11
月
に
策
定
し
た
中
期
財
政
見
通
し

で
は
、
５
年
間
で
29
億
円
も
の
収
支
不
足
が
生

じ
る
と
い
う
試
算
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
私
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
に
「
ゼ
ロ
か

ら
の
行
財
政
改
革
」
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、

本
市
が
自
立
し
た
自
治
体
と
し
て
生
き
残
り
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
民

間
活
力
の
積
極
的
な
活
用
も
含
め
た
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ

行
政

日
向
市
長

黒
木
健
二

光
輝
く

す
ば
ら
し
い
年
に

全力投球

財
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
急

務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
「
人
づ

く
り
」「
安
全
な
く
ら
し
づ
く
り
」「
活
力
あ

る
産
業
・
観
光
振
興
」「
地
域
づ
く
り
」「
社

会
基
盤
整
備
」
の
分
野
ご
と
に
検
討
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
「
新
し
い
日
向
市
総
合
計

画
」
が
完
成
し
、
そ
の
実
施
初
年
度
に
あ
た

り
ま
す
。

地
域
間
競
争
が
激
化
す
る
中
、
私
は
、
こ

れ
か
ら
の
10
年
間
を
日
向
市
の
将
来
を
考
え

る
上
で
、
特
に
重
要
な
時
期
と
と
ら
え
て
お

り
ま
す
。

本
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
固
有
の
資
源
を

掘
り
起
こ
し
、
育
て
、
そ
し
て
地
域
の
宝
と

し
て
磨
き
上
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
従
来
の

常
識
や
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
自
の
視

点
、
新
し
い
切
り
口
か
ら
の
施
策
を
講
じ
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
真
の
豊
か
さ
や
ゆ
と
り

を
実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り
な
ど
、
本
市
の

さ
ら
な
る
活
性
化
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
光
輝

く
す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
併
に
よ
り
新
し
い
日
向
市
と
な
り
ま
し
て

初
め
て
の
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様

の
幸
多
か
れ
と
祈
念
し
ま
す
と
共
に
謹
ん
で
新

年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
日
ご
ろ
か
ら
市
議
会
に
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
初
の
人
口
減
少
に
突
入
し
た
日
本
、

「
地
方
に
出
来
る
こ
と
は
地
方
に
」
を
基
本
と

し
た
三
位
一
体
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
昨
年
末
の
国
会
で
地
方
分
権
を
進
め
る
手

順
や
理
念
を
盛
り
込
ん
だ
「
地
方
分
権
改
革
推

進
法
」
と
北
海
道
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
国
の
権

限
と
財
源
を
地
方
に
移
す
た
め
の
枠
組
み
を
定

め
た
「
道
州
制
特
区
推
進
法
」
が
成
立
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

平
成
の
大
合
併
の
中
、
県
内
に
お
い
て
は
昨

年
１
年
間
で
５
つ
の
新
市
と
１
つ
の
新
町
が
誕

生
し
て
44
市
町
村
が
31
市
町
村
と
な
り
、
更
に

今
年
３
月
末
に
北
川
町
が
延
岡
市
と
合
併
と
な

り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市
町
村
の
役
割
が
更

に
重
要
度
を
増
す
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
日
向
市
の
構
築
に
向
け
６
万
４
千
市
民

の
英
知
と
努
力
を
結
集
し
て
幾
多
の
難
題
も
打

破
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
今
日
の
わ
が
国
の
繁
栄
は
敗
戦
の

焦
土
の
中
か
ら
営
々
と
築
き
上
げ
て
き
た
も
の

で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
議
会
と
行
政
と
市
民

が
し
っ
か
り
と
手
を
取
り
合
っ
て
素
晴
ら
し
い

「
新
日
向
市
」
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

新
日
向
市
で
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
本
格
化

す
る
地
方
分
権
へ
の
対
応
、
厳
し
い
財
政
事
情

を
切
り
抜
け
る
行
財
政
改
革
に
よ
り
、
ス
リ
ム

な
自
治
体
を
目
指
す
と
と
も
に
今
後
と
も
更
な

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
市
民
の
だ

れ
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
日

向
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
基
本
理

念
と
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
行
政
需
要
を

的
確
に
把
握
し
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
市
政
に

反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
議
会
の

責
務
を
果
た
す
た
め
、
さ
ら
な
る
努
力
と
研
鑚

を
重
ね
、「
新
生
日
向
市
の
発
展
を
願
っ
て
」

決
意
も
新
た
に
、
精
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
迎
え
ま
し
た
新
年
が
市
民
の
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
い
す
ば
ら
し
い
一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

Ａｓｓｅｍｂｌｙ

議
会

新
生
日
向
市
の

発
展
を
願
っ
て

日
向
市
議
会
議
長

松
木
良
和

謹賀新年

Ｊａｎｕａｒｙ



44 4

ゆくひゅうが
２００６年のおもなできごと

■１月 26日 （株）木田工業と市が企業立地調印（移設）。
設備投資額は１５，０００万円、新規雇用者数は７人。

■２月 ４日 茨城ゴールデンゴールズが日向キャンプ（～12日）。
■２月 22日 ＩＳＯ１４００１認証取得。
■２月 25日 日向市・東郷町合併記念式典を開く。
■３月 20日 第３期日向市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定。
■３月 29日 （株）黒田工業と市が企業立地調印。（新設）

設備投資額は２２７，４００万円、新規雇用者数は４５人。
■３月 31日 観光振興計画を策定。
■３月 31日 平岩小鵜毛分校閉校（102年数か月の歴史に幕）。
■４月 １日 市は部制を導入。
■４月 １日 乳幼児医療費助成を拡大。
■４月 １日 市民まちづくり支援制度創設。
■４月 １日 地域自治区振興基金創設。
■４月 １日 指定管理者制度導入。
■４月 10日 平岩小中学校が開校。（小中一貫教育合同入学式）
■５月 ９日 部局経営方針策定。（９日発表）
■５月 24日 伊勢ヶ浜が「快水浴場百選」に認定される。
■６月 ２日 日向サンパーク温泉が17年度決算で物産館と温泉館を合わせて単

年度黒字と発表。
■６月 14日 日向市域の宮崎交通バス３路線の廃止が明らかになる。
■７月 10日 （有）横山精工と市が企業立地調印。（新設）

設備投資額は１１，５００万円、新規雇用者数は６人。
■７月 25日 東郷町域３中学校区で市長出前講座が始まる。

（25日、26日、28日）
■８月 １日 日向入郷地区ひまわり基金法律事務所が開設される。
■８月 ４日 （株）岸上冷蔵と市が企業立地調印。（増設）

設備投資額は１２，５００万円、新規雇用者数は１人。
■８月 20日 貨物船「南王丸」の細島港への寄港開始。
■８月 23日 東郷メディキット（株）日向工場と市が企業立地調印。（増設）

設備投資額は１２６，２１２万円、新規雇用者数は26人。
■９月 17日 台風13号による竜巻被害が発生。家屋被害が37棟。けがをした

人は７人。
■９月 21日 日向現代彫刻展シンポジウム２００６を開く。（～10月11日）
■９月 21日 東郷メディキット（株）東郷工場と市が企業立地調印。（新設）

設備投資額は３２６，７５０万円、新規雇用者数は83人。
■９月 １日 小・中学校等における地産地消を（米飯給食）開始。
■10月 １日 景観法に基づく景観行政団体に指定される。
■10月 17日 市が自然災害等による被害者に対する支援決定を発表。
■10月 29日 日向市・ 坊市友好都市締結20周年記念式典を開く。
■11月 12日 日向市・ 坊市友好都市締結20周年記念植樹訪問団が出発。

（～15日）
■11月 17日 日向市中期財政見通しを策定。
■11月 17日 日向市集中改革プランを策定。
■11月 24日 韓国プロ野球チーム「起亜タイガース」が秋季キャンプ。

（～12月18日）
■12月 17日 鉄道高架切替、日向市駅新駅舎が開業。
■12月 17日 日向曳山（ひむかひきやま）披露式（山車）。
■12月 26日 第6回若山牧水全国こども短歌まつり。

555

新春特別企画
ゆくひゅうが　くるひゅうが

くるひゅうが
２００７年は　どんな年？

■１月８日～１2日までタレントの萩本欽一さんが監督を務める社会人野球チーム茨　

城ゴールデンゴールズがキャンプ。

■１月21日 貨物船「南王丸」の細島寄港が週２便に増便。（大阪寄港は休止）
■日向市駅周辺の土地区画整理事業は「中心市街地商業集積整備事業」と一体的に

実施し、魅力的な街なか空間を創出していく。
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■
新
部
門
開
設

「
走
る
の
は
ち
ょ
っ
と
…
」

「
短
い
距
離
な
ら
参
加
し
た
い
」

と
い
う
人
で
も
参
加
で
き
る
新
部

門
「
ひ
ょ
っ
と
こ
の
部
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
、
車
イ
ス
（
競
技
用
を

除
く
）
で
も
参
加
可
能
。
計
測
は

な
く
、
距
離
も
片
道
2.5
km
の
往
復

５
km
の
コ
ー
ス
内
で
自
由
に
折
返

し
で
き
ま
す
の
で
、
体
調
に
あ
わ

せ
て
距
離
を
選
べ
ま
す
。

■
大
会
要
項

●
開
催
日

平
成
19
年
３
月
11
日

（
日
）
雨
天
決
行

●
会
場
・
コ
ー
ス

お
倉
ヶ
浜
総

合
公
園
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

●
種
目
・
部
門

左
表
の
と
お
り
。

●
表
彰

各
部
門
６
位
（
親
子
３

位
、
ひ
ょ
っ
と
こ
の
部
な
し
）

●
参
加
料

小
学
生
１
、
０
０
０

円
、
中
学
生
１
、
５
０
０
円
、
高

校
生
２
、
０
０
０
円
、
一
般
３
、

０
０
０
円
、
親
子
３
、
５
０
０
円
、

ひ
ょ
っ
と
こ
の
部
１
、
０
０
０
円

●
申
込
方
法

次
の
３
つ
の
中
か

ら
お
好
み
の
申
込
方
法
を
お
選

び
く
だ
さ
い
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ
イ

ト
（h

ttp
:w
w
w
.ru
n
n
et.jp

/

）

か
ら
②
1
０
３
―
３
７
１
４
―
６

４
０
９
③
大
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

<

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ>

●
募
集
内
容

大
会
当
日
の
各
業

務
ス
タ
ッ
フ
（
受
付
・
案
内
、

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
整
理
誘
導
、

ラ
ン
ナ
ー
先
導
・
後
尾
・
収
容
、

走
路
監
察
、
駐
車
場
整
理
等
）

●
対
象
者

小
学
生
以
上
の
人
で

２
５
０
人
程
度
（
18
歳
未
満
は
、

保
護
者
の
了
解
が
必
要
で
す
）

●
応
募
締
切

平
成
19
年
１
月
19

日
（
金
）

＊
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
か
た
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

大
会
当
日
は
、
会
場
及
び
コ
ー
ス

上
に
お
い
て
ラ
ン
ナ
ー
へ
温
か
い

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
大
会
当
日
は
コ
ー
ス
付
近
の
住
民

の
皆
さ
ん
に
は
交
通
規
制
等
に
よ
り

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

払
込
取
扱
票
に
必
要
事
項
を
記

載
し
、
郵
便
局
で
申
し
込
む
。

●
大
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
設
置
箇
所

大
王
谷
陸
上
競
技
場
、
サ
ン
ド

ー
ム
日
向
、
日
向
市
体
育
セ
ン

タ
ー
、
東
郷
東
公
民
館
な
ど
。

■
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
大
会
運
営
を
支
え

て
い
た
だ
く
、
ス
ポ
ン
サ
ー
団

体
・
企
業
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
か
た
は
、
大

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

<

ス
ポ
ン
サ
ー
団
体
・
企
業>

●
募
集
内
容

大
会
に
協
賛
・
協

力
い
た
だ
け
る
団
体
・
企
業

●
広
告

大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
広

告
を
提
供
し
ま
す
。

絶景の中、自然を
感じて走り抜ける！

毎
年
３
月
第
２
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
「
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
マ

ラ
ソ
ン
IN
日
向
岬
」
も
、
今
回
で
第
13
回
を
迎
え
ま
す
。

本
大
会
は
、
毎
年
、
市
内
は
も
と
よ
り
市
外
、
県
外
か
ら
１
０

０
０
人
以
上
が
参
加
。「
起
伏
の
あ
る
厳
し
い
コ
ー
ス
を
走
破
す

る
こ
と
の
達
成
感
を
味
わ
い
、
美
し
い
自
然
を
感
じ
な
が
ら
走

る
こ
と
に
満
足
し
た
」
と
い
う
感
想
が
届
い
て
い
ま
す
。

■
来
場
者
特
典

参
加
者
に
は
も
れ
な
く
大
会
オ

リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
を
完
走
後
の
ゴ

ー
ル
に
て
進
呈
し
ま
す
。
ま
た
、

抽
選
で
多
数
の
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
用
意
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

応
援
に
来
た
人
を
含
め
、
来
場
者

の
皆
さ
ん
へ
、
ま
ご
こ
ろ
郷
土
料

理
「
富
高
だ
ご
汁
」
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
だ

け
で
な
く
、
数
多
く
の
人
も
楽
し

め
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大会オリジナルＴシャツを販売します。スポーツ用
素材を使用していますのでとても好評です。
参加する人はもちろん、参加はしないけど、この機
会に欲しいという人でも購入できます。
●販売価格　1,500円（大会当日は1,800円）
●サイズ　SS、S、M、L、O、XO
●素材　ポリエステル100％
●形状　半袖、白色（デザインは右のとおり）
●申込方法　参加する人は、大会参加の申込方法で、
参加申込といっしょに申し込みできます。参加しな
い人は、大会事務局までご連絡ください。

大会オリジナルＴシャツはいかが？

【開催日】

平成19年３月11日(日)
●問い合わせ　事務局1090－8419－2575
【メール】
hyuga_hyottoko@yahoo.co.jp
【ホームページ】
http://www.geocities.jp/hyuga_hyottoko

種　　目 部　　　　門

ハーフマラソンの部 （男女年代別)高校生･一般

５kmの部

２kmの部

ひょっとこの部

（男女年代別)中高校生･一般

（男女学年別)小学１～６年生
（学年別)小学１～６年生親子

フリー：計測なし、最長５km
ジョギング、ウオーキング、車
イス(競技用を除く)可

【申込締切】平成19年1月19日(金)

市市政政のの動動きき
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給
与
所
得
者
の
み
な
さ
ん
へ

平
成
19
年
分
か
ら
所
得
税
お
よ
び
市
・
県
民
税
が
か
わ
り
ま
す

平
成
18
年
度
日
向
市
行
政
評
価
委
員

会
報
告
書
が
昨
年
10
月
30
日
、
黒
木
市

長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
日
向
市
行
政

評
価
委
員
会
（
委
員
長
　
入
谷
貴
夫
宮

崎
大
学
教
育
文
化
学
部
教
授
）
は
委
員

８
人
か
ら
な
る
第
三
者
評
価
機
関
で
す
。

職
員
の
作
成
し
た
評
価
表
を
基
に
各

課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
日
向

市
行
政
の
方
向
性
や
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
っ

た
観
点
か
ら
審
議
し
ま
し
た
。
今
回
は

そ
の
４
回
目
と
な
る
報
告
で
す
。

外
部
評
価
対
象
は
、
平
成
17
年
度
実

政
策
目
的
は
妥
当
か
ど
う
か
？

日
向
市
行
政
評
価
委
員
会
で
政
策
レ
ベ
ル
を
外
部
評
価

施
の
16
政
策
で
、
こ
れ
を
８
人
で
分
担

し
て
評
価
し
ま
し
た
。
平
成
18
年
８
月

４
日
の
第
１
回
か
ら
合
計
11
回
の
会
議

を
重
ね
、
①
妥
当
性
、
有
効
性
、
効
率

性
、
優
先
性
の
観
点
か
ら
４
段
階
で
評

価
、
②
政
策
目
的
が
妥
当
か
、
市
民
に

分
か
り
や
す
い
具
体
的
な
表
現
に
な
っ

て
い
る
か
な
ど
の
観
点
か
ら
評
価
、
③

成
果
指
標
に
つ
い
て
は
、
政
策
目
的
の

達
成
度
を
表
し
て
い
る
か
、
市
民
か
ら

見
て
分
か
り
や
す
い
か
、
根
拠
は
明
瞭

か
な
ど
の
観
点
か
ら
評
価
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
16
政
策
の
内
７
政
策
で

見
直
し
が
求
め
ら
れ
、
今
後
の
課
題
と

し
て
、
コ
ス
ト
分
析
の
必
要
性
、
妥
当

性
や
有
効
性
の
確
保
、
行
政
評
価
に
お

け
る
職
員
の
役
割
に
つ
い
て
の
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
は
市
役
所
２
階
市
民
情

報
室
、
各
支
所
、
図
書
館
に
も
備
え
て

あ
り
、
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

h
ttp
://w

w
w
.city

.h
y
u
ga.m

iy
azak

i.jp
/

office/gyou
sei_h

you
k
a.h
tm
l

地
方
分
権
の
推
進
の
た
め
に
国
（
所

得
税
）
か
ら
地
方
（
住
民
税
）
へ
３
兆

円
規
模
の
税
源
が
移
譲
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
給
与
所
得

者
で
平
成
19
年
１
月
分
か
ら
所
得
税
が

減
り
、
平
成
19
年
６
月
分
か
ら
住
民
税

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
税
源
の
移
し
替
え
に
よ
る

も
の
で
全
体
の
税
負
担
が
変
わ
ら
な
い

よ
う
に
制
度
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

定
率
減
税
の
廃
止
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

実
際
の
負
担
額
は
変
動
し
ま
す
。

【
所
得
税
】

平
成
19
年
１
月
分
か
ら
適
用

４
段
階
の
税
率
を
６
段
階
に
細
分
化
　

（
所
得
税
と
住
民
税
を
合
わ
せ
た
税
負
担
が

変
わ
ら
な
い
よ
う
制
度
設
計
）

【
住
民
税
】

平
成
19
年
６
月
分
か
ら
適
用

３
段
階
の
税
率
か
ら
、
一
律
10
％
に
。

（
都
道
府
県
民
税
４
％
、
市
町
村
民
税
６
％
）

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係

（
1
内
線
２
１
１
５
、
２
１
１
６
）

※所得税は各年分の給与収入を月額換算し
て(16で除して)仮置きした上で、給与所得
の源泉徴収税額表(月額表)により算出した
もので、個人住民税は各年度分の税額を月
額換算した(12で除した)ものです。
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食育のすすめ
服部　幸應著
マガジンハウス

卓を囲んだ一
家だんらんが
失われつつあ

る今、「食物と健康」
について親子が共に
学ぶ真の「食育」を
すすめる。子どもの
知能・情操・健康を
はぐくむ、服部流
「食教育」の50の知
恵を紹介。

食

爆笑江戸の百人一首
江口　孝夫著
勉誠出版

もが知ってい
る百人一首を
江 戸 時 代 の

人々はこんなに楽し
く詠んでいた。百人
一首替え歌から日本
人の笑いのツボが見
えてくる。狂歌・川
柳の流れがわかるコ
ラム・解説付き。

誰

ウリボウなかよしだいかぞく
福田　幸広・写真、結城　モイラ・絵
ﾎﾟﾌﾟﾗ社

ノシシの家族
は大家族。お
かあさんの家

族、おばさんの家族
がいっしょに行動し
ます。だからウリボ
ウたちは、元気でに
ぎやか。そんなウリ
ボウの楽しい姿を紹
介します。

イ

はじめてのテーブルマナー
親子でおさらい
松本　繁美・指導、主婦の友社・編
主婦の友社

はしの正しい
持ち方から、
和食・洋食の

ごはんのきれいない
ただき方、海外の食
事マナーまでを、写
真とイラストを使っ
てわかりやすく解
説。親子で、楽しく
テーブルマナーを学
べる！

お

■ 新しく入った本 ■
◎馬琴の嫁（群ようこ／講談社）
◎最後の一球（島田荘司／原書房）
◎双六で東海道（丸谷才一／文芸春秋）
◎建築探偵桜井京介館を行く
（篠田真由美／講談社）

◎マインド・クエスト
（ダン・ロイド／講談社）

◎むち打ち症はこれで治る！　
（中井宏／日本医療企画）

◎へんしんコンサート
（あきやまただし／金の星社）

◎ろばのトコちゃんおやすみ
なさい
（ベネディクト・ゲティエ／ほるぷ出版）

◎あーそーぼ（いいづかみちこ／草土出版）
◎きゅうしょくかいじゅうモグ
モグン （小栗里香子／新風舎）

◎どうぶつとあっぷっぷ！
（白田久美／学研）

ほか

◎乳幼児　午前10時30分～11時
4日、11日、18日、25日
◎幼児 午後3時30分～4時
10日、17日、24日、31日
◎小学生　午後2時～2時30分
6日、13日、20日、27日

図
書
館
へ
お
い
で
よ

■１月のおはなし会■

食
卓
の
彩
り
を

見
て
み
ま
し
ょ
う

冬
休
み
中
、
毎
日
子
ど
も
は
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？
　
冬
休
み

は
、
年
末
年
始
を
控
え
、
そ
の
中
で
日

本
古
来
の
伝
統
的
行
事
を
体
験
で
き
る

よ
い
機
会
で
す
。
子
ど
も
に
声
を
か
け

て
、
家
族
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
お
正

月
の
準
備
を
し
て
、
新
し
い
年
を
迎
え

ま
し
ょ
う
。

●
簡
単
な
料
理
づ
く
り
の
手
伝
い
を

簡
単
な
料
理
作
り
を
手
伝
わ
せ
る
と
、

子
ど
も
は
自
分
の
食
べ
る
も
の
に
関
心

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
食
べ
残
し
も
少

な
く
な
る
も
の
で
す
。
生
野
菜
を
ち
ぎ

っ
て
サ
ラ
ダ
に
盛
り
つ
け
さ
せ
た
り
、

お
米
を
と
が
せ
た
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
母
さ
ん
が
一
人
で
や
る
よ
り
多
少
時

間
は
か
か
り
ま
す
が
、
正
し
い
食
習
慣

を
確
立
す
る
上
で
見
逃
せ
な
い
効
果
が

あ
り
ま
す
。

●
和
食
の
価
値
を
見
直
そ
う
！

欧
米
型
食
事
が
高
脂
肪
、
低
繊
維
食

で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
型
食
事
は
高

た
ん
ぱ
く
、
低
脂
肪
で
食
物
繊
維
も
た

っ
ぷ
り
。
し
か
も
和
食
に
は
主
食
（
ご

飯
）、
主
菜
（
主
な
料
理
）、
副
菜
（
主

な
お
か
ず
の
ほ
か
に
添
え
て
出
す
も
の
）

の
３
つ
を
基
本
と
す
る
た
め
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
食
品
が
摂
取
で
き
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
ま
す
。
食
卓
に
も
っ
と
和
風

料
理
を
登
場
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日
本
型
食
事
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
よ

く
健
康
的
で
あ
り
、
生
活
習
慣
病
予
防

に
は
和
食
が
一
番
で
す
。

●
料
理
の
食
材
の
色
数
を
多
く
す
る
　

「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
！
」
と
い
わ
れ

て
も
、
ど
ん
な
食
品
に
何
の
栄
養
素
が

含
ま
れ
て
い
る
か
を
考
え
る
の
は
な
か

な
か
大
変
で
す
。
そ
こ
で
皆
さ
ん
に
お

す
す
め
す
る
の
は
、
赤
（
ト
マ
ト
、
に

ん
じ
ん
、
肉
、
マ
グ
ロ
等
）、
白
（
ご
飯
、

パ
ン
、
う
ど
ん
、
牛
乳
、
じ
ゃ
が
い
も
、

白
菜
等
）、
黄
（
卵
、
み
か
ん
、
レ
モ
ン
、

味
噌
、
中
華
麺
等
）、
緑
（
ピ
ー
マ
ン
、

ほ
う
れ
ん
草
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ウ

イ
等
）、
黒
（
そ
ば
、
黒
ご
ま
、
昆
布
、

わ
か
め
、
ひ
じ
き
、
椎
茸
、
黒
豆
等
）

の
５
色
が
食
卓
に
そ
ろ
っ
て
い
る
か
を

見
る
こ
と
で
す
。

毎
日
、
食
事
の
時
に
彩
り
の
チ
ェ
ッ

ク
を
習
慣
に
し
て
い
る
と
、
次
第
に
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
て
き
ま
す
。

●
給
食
フ
ェ
ア
を
開
催

・
日
時

１
月
27
日
（
土
）

・
会
場

日
向
市
中
央
公
民
館

ふ
だ
ん
、
小
中
学
生
の
昼
食
を
担
っ

て
い
る
給
食
。
当
日
は
試
食
会
も
あ
り

ま
す
。
さ
て
、
そ
の
日
の
献
立
に
ど
の

位
の
彩
り
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

学
校
保
健

●

●

1
54
―
１
９
１
９

■ １月の休 館 日 ■
１日、2日、3日、8日、15日、22日、
29日
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●問い合わせ 市民課年金係（1内線2132）

Ｑ.  夫の印鑑証明書が必要になりまし
た。夫は入院中です。私が、夫に
代わって印鑑登録できますか？

A．

市民課 市民課 市民課 市民課市民課 

印鑑登録申請は、本人確認をする必要が
あるため、本人自らの申請が大原則とな
っていますが、本人が入院等で申請に行
けない場合は、代理人による申請が可能
です。
まず、代理人は市民課(支所ではできま
せん)においでください。そこで一連の
手続きについて説明します。代理人は印
鑑登録証を受け取るまでに３回ほど市民
課に来ていただくことになります。
登録証をお渡しできるまで１週間程度の
時間を要しますので、お急ぎの時は早め、
早めの対応が必要です。

●問い合わせ 市民課市民窓口係（1内線2133）

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課（1内線２２３４）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

■平成１８年度　美々津手漉き和紙講座（初心者
コース）受講者募集のお知らせ
●対象　18歳以上（高校生を除く）で、次の講座に

５日間連続して受講できる人。初心者。

●日程 平成19年２月26日（月）～３月２日（金）

●会場 日向市美々津町「美々津手漉き和紙製造所」

●定員 ７人

●受講料 無料

●講師 美々津手漉き和紙

保存技術者　佐々木寛治郎

さん。

●応募方法

①はがきで申し込む場合

名前、年齢、住所、電話番号を明記のうえ、「〒８

８３－８５５５ 日向市本町１０番５号 日向市教育委

員会教育総務課文化財係」宛
あて

にお送りください。

②電話で申し込む場合

日向市教育委員会教育総務課文化財係（1内線２

４１５）までお電話ください。

③Ｅメールで申し込む場合

名前、年齢、住所、電話番号を、次のアドレスへ

お送りください。

Ｅメールアドレス＝ogah@hyugacity.jp

●締切 平成19年１月19日（金）

●その他 応募者多数の場合は抽選により受講者を

決定いたします。

●問い合わせ 市教育委員会教育総務課文化財係

（1内線２４１５）

■太陽熱温水器設置補助金の交付について
太陽熱温水器（屋根などに設置し、太陽の熱エネ

ルギーを利用してお湯をつくる装置）１基の設置に

つき５、０００円の補助金を交付しています。

●補助対象者 次の①、②、③すべてに該当する人。

①市内に住所、または事業所を有すること。

②市内において新たな太陽熱温水器を設置したこと。

③市税を滞納していないこと。

●交付申請期間 設置した日から６か月以内。

●申請に必要なもの ①太陽熱温水器を設置したこ

とのわかる領収書②印鑑③振込先の口座番号

●問い合わせ 市民課市民相談係（1内線２１３９）

Q. 国民年金保険料の口座振替につい
て教えてください。

A. 保険料の口座振替は便利で確実です。
口座振替の種類は、１年分前納（４月中
に納付すると、3、490円割引）、６か月
分前納（940円割引）、当月払い（毎月
50円割引）、翌月払い（同額）がありま
す。申込用紙は、年金係または金融機関
の窓口に用意してありますので、①預金
通帳②通帳印③納付書（年金手帳）を持
参のうえ、１年分一括前納は２月末、６
か月分前納は２月末及び８月末までに申
し込んでください。毎月分はいつでもで
きます。



10

このまちの人たち― ボイス

原
田
和
明
さ
ん
が
、
平
成
18
年
度

の
日
向
市
文
化
賞
（
芸
術
部
門
）
を

受
賞
し
た
。
原
田
さ
ん
は
、
現
在
、

市
茶
道
連
盟
会
長
。
茶
の
湯
に
対
す

る
研
さ
ん
に
努
め
、
市
内
各
会
派
を

統
合
し
な
が
ら
茶
の
湯
の
普
及
に
尽

力
し
て
い
る
。

ま
た
日
ご
ろ
か
ら
、
市
内
各
行
事

に
参
加
し
、
茶
道
を
通
じ
て
小
中
学

生
や
一
般
市
民
へ
の
教
育
活
動
を
行

い
、
市
の
文
化
向
上
に
貢
献
し
て
き

た
。
自
宅
の
裏
山
に
四
季
折
々
の
花

を
植
え
、「
四
季
の
丘
」
と
し
て
市
民

に
開
放
し
、
親
し
ま
れ
て
い
る
。

茶
道
と
は
「
も
て
な
し
」
と
「
し

つ
ら
い
」
の
美
学
で
あ
る
。
亭
主
と

な
っ
た
人
は
、
ま
ず
露
地
（
庭
園
）

を
整
え
、
茶
室
の
中
に
掛
物
や
水
さ

し
・
茶
碗
・
釜
な
ど
を
用
意
し
て
、

演
出
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
日
本
の
風
土

が
育
ん
で
き
た
文
化
的
な
結
晶
と
い

え
る
も
の
ば
か
り
。
茶
道
と
は
「
日

本
的
な
美
の
世
界
」
と
い
え
る
。

亭
主
と
客
の
間
に
通
う
人
間
的
な

ぬ
く
も
り
が
重
要
な
要
素
と
な
り
、

そ
れ
を
「
和
敬
静
寂
」
の
精
神
と
い

う
そ
う
だ
。

「
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
茶
道
を
通
じ
、

伝
統
文
化
、
心
配
り
の
大
切
さ
を
広

め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
原
田
さ

ん
は
受
賞
の
感
想
を
語
っ
た
。

平
成
18
年
度
日
向
市
文
化
賞
を
受
賞

茶
道
を
通
じ
心
配
り
の

大
切
さ
を
広
め
て
い
き
た
い

平成18年度日向市文化賞受賞者
原田　和明さん（63歳：日知屋）
会社役員

【主な経歴】
昭和63年～現在
　茶道裏千家日向・延岡支部幹事、茶道裏千家淡交会
宮崎支部幹事
平成５年～８年
　ひまわり塾塾頭
平成10年～現在
　日向市茶道連盟会長
平成15年～現在
　日向市文化連盟副会長

日向市文化賞は、条例に基づき、学術・技術・芸術・
体育の各部門から、本市の文化向上発達に関し、特に
功績顕著な功労者に授賞される。これまで、40個人
１団体が受賞している。授賞式は平成18年11月３日、
市役所で開かれた。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職

場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い

ま
し
た
ら
、
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
1
内
線
２
２
３
４
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
係
が
写
真
を

撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

成人の実感は、まだないです
成人式の実行委員になりました。同窓会もめった
にないので、みんなが楽しめるような式になった
らいいな。成人の実感は、まだないですね。海や
山が好きで、ときどき行きます。それまで景色を
見て帰るだけでしたが、いちど御鉾ヶ浦の海にも
ぐってみたら、すごくきれいで感動しました。

吉田　くにこさん（20歳：高砂町）

あこがれの仕事を目指し専門学校に通う
小さいころからあこがれている職業につきたく
て、専門学校に通っています。勉強は大変ですが、
がんばります。中学から野球を始め、高校でピッ
チャーとセンターをやっていました。今は草野球
チームに入っていて、休日に練習したり、試合に
出たりしています。

黒木　政教さん（19歳：比良町２）

今年もたくさんの人
たちと交流できるよ
うにがんばります。

グレイス・ワン
ニュージーランドから来た
日向市国際交流員

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
良

い
年
を
迎
え
ま
し
た
か
？

今
年
も
去
年
み
た
い
に
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
と
楽
し
く

交
流
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
年
に

１
度
だ
け
の
正
月
で
す
が
、

私
に
は
２
つ
も
あ
り
ま
す
。

台
湾
生
ま
れ
で
Ｎ
　
Ｚ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

育

ち
の
私
は
、
毎
年
普
通
の
正

月
と
旧
正
月
、
２
回
も
正
月

を
祝
い
ま
す
。
日
本
も
昔
旧

正
月
を
祝
っ
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
皆
さ
ん
旧
正
月
の
由

来
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

あ
る
伝
説
に
よ
る
と
、

昔
々
「
年ネ

ン

」
と
い
う
怪
獣
が

い
て
毎
年
旧
暦
の
最
初
の
日

に
村
に
来
て
村
を
乱
し
、

人
々
や
生
き
物
を
食
べ
た
そ

う
で
す
。
村
の
人
々
は
だ
れ

も
「
年
」
を
怖
が
っ
て
い
て
、

大
晦
日
の
日
は
明
日
無
事
に

過
ご
せ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
の
で
、
家
族
揃そ
ろ

っ
て
み

ん
な
一
番
い
い
服
を
着
て
一

緒
に
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。
あ
る
年
、
あ
る

長
者
が
村
人
に
「
年
」
が
赤

い
色
、
火
、
光
や
大
き
い
音

に
弱
い
と
教
え
た
の
で
、

人
々
は
玄
関
に
赤
い
掛
け
軸

の
「
門
聯

メ
ン
リ
ェ
ン

」
を
貼
っ
て
、

銅
鑼

ド

ラ

と
太
鼓
を
叩
き
爆
竹
を

鳴
ら
し
ま
し
た
。「
年
」
は
こ

れ
ら
に
び
っ
く
り
し
て
逃
げ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
元
日
の

朝
、
生
き
残
っ
た
人
々
は
お

互
い
に
お
め
で
と
う

「
恭
喜
恭
喜

ゴ
ン
シ
ゴ
ン
シ

」
と
言
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
習
慣
は
今
で
も
台

湾
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
お
年
玉
の
こ
と
で

す
が
、
日
本
で
は
成
人
ま
で
、

台
湾
で
は
初
仕
事
ま
で
、
香

港
で
は
結
婚
す
る
ま
で
っ
て

い
う
こ
と
は
皆
さ
ん
知
っ
て

い
ま
す
か
？
　
香
港
の
方
が

ず
っ
と
お
得
で
す
ね
。
今
年

２
月
に
あ
る
旧
正
月
も
全
力

で
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
２
回
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ａ
カ
ッ
プ
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
大
会
が
11
月
18
日
、
財
光
寺
小

学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
県

内
か
ら
11
チ
ー
ム
が
出
場
。
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。【
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

リ
ー
グ
】（
優
勝
）
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
バ
ッ
ク

ス
日
向
（
２
位
）
生
目
っ
子
倶
楽
部
（
３

位
）
大
宮
パ
ワ
ー
ズ
（
４
位
）
小
松
台
熱

球
ク
ラ
ブ
【
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
リ
ー
グ
】（
優
勝
）

大
宮
パ
ワ
ー
ズ
キ
ッ
ズ
（
２
位
）
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ジ
ュ
ニ
ア
（
３
位
）
生
目
っ
子
チ

ュ
ウ
チ
ュ
ウ
（
４
位
）
細
島
デ
ー
ジ
ー
ズ

■ドッジボール大会が盛況

韓
国
の
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
起
亜
タ
イ

ガ
ー
ス
が
11
月
24
日
〜
12
月
18
日
ま

で
、
お
倉
ヶ
浜
総
合
公
園
野
球
場
で

秋
季
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。
一

行
は
、
ソ
・
ジ
ョ
ン
フ
ァ
ン
監
督
、

コ
ー
チ
５
人
、
選
手
22
人
、
ス
タ
ッ

フ
４
人
の
計
32
人
。
11
月
29
日
に
は
、

ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
・
ゴ
ン
球
団
代
表
、

ソ
監
督
ら
が
市
長
室
を
訪
れ
、
黒
木

市
長
と
歓
談
し
ま
し
た
。
起
亜
タ
イ

ガ
ー
ス
は
、
春
季
キ
ャ
ン
プ
も
本
市

で
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

■韓国プロ野球チーム来た

勤
労
感
謝
の
日
を
前
に
11
月
17
日
、

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が

黒
木
市
長
へ
の
花
束
贈
呈
の
た
め
市

長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。「
い
つ
も
私

た
ち
の
た
め
に
お
仕
事
を
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
園
児
全
員
で
あ
い
さ
つ
。

園
児
の
代
表
が
、
市
長
に
花
束
を
手

渡
し
ま
し
た
。
市
長
は
「
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
い

て
、
い
い
子
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と

笑
顔
で
謝
辞
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

■勤労感謝の花束贈呈

第
25
回
日
向
市
産
業
・
商
業
ま
つ
り

が
11
月
11
日
・
12
日
に
市
役
所
前
広

場
で
開
か
れ
多
く
の
家
族
連
れ
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
小
学
生
以
下
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
た
鮎
の
つ
か
み

取
り
大
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
一

生
懸
命
に
鮎
を
追
い
か
け
て
い
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
日
向
圏
域
の
地
場

産
品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
和

太
鼓
演
奏
、
も
ち
ま
き
、
花
木
や
花

の
苗
の
競
り
市
な
ど
、
催
し
も
の
が

盛
り
だ
く
さ
ん
の
２
日
間
で
し
た
。

■日向市産業・商業まつり

12

新
日
向
市
駅
が
開
業
（
開
通
式
で
）

２
番
ホ
ー
ム
か
ら
下
り
特
急

に
ち
り
ん
５
号
が
出
発

―
。
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こ
の
祭
り
は
美
郷
町
南
郷
区

に
ま
つ
わ
る
百
済
伝
説
の
証
と

さ
れ
、
木
城
町
に
祀ま
つ

ら
れ
て
い

る
王
子
が
、
父
王
の
祀
ら
れ
て

い
る
美
郷
町
の
神
門
神
社
を
訪

れ
再
会
す
る
と
い
う
、
全
国
的

に
も
類
例
の
な
い
形
で
１
０
０

０
年
余
の
間
厳
お
ご
そ

か
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

初
日
の
「
迎
え
火
」
は
夕
闇

迫
る
神
門
神
社
付
近
で
行
わ
れ
、

こ
の
祭
り
一
番
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

で
す
。
約
30
基
も
の
や
ぐ
ら
が

天
を
も
焦
が
さ
ん
ば
か
り
に
燃

え
上
が
り
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
に

は
誰
も
が
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

こ
の
古
代
史
の
ロ
マ
ン
に
満

ち
た
「
師
走
ま
つ
り
」
を
ぜ
ひ

肌
で
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日

・
１
月
26
日
（
金
）

祭
典
・
野
焼
き
・
迎
え
火

・
１
月
27
日
（
土
）

山
宮
参
り
・
夜
神
楽

・
１
月
28
日
（
日
）

ヘ
グ
ロ
塗
り
・
お
別
れ

●
場
所

美
郷
町
南
郷
区
神
門
小
路

神
門
神
社
周
辺

●
問
い
合
わ
せ

美
郷
町
企
画
情
報
課

（
1
０
９
８
２
―
66
―
３
６
０
３
）

鉄
道
高
架
切
替
並
び
に
新
日
向

市
駅
開
業
式
典
が
12
月
17
日
、
新

日
向
市
駅
の
高
架
下
に
設
け
ら
れ

た
会
場
で
地
元
選
出
の
国
会
議
員

を
は
じ
め
副
知
事
な
ど
が
多
数
出

席
し
て
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
橘
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
保
存
会
と
子
ど
も
会
が
、
郷
土

芸
能
と
し
て
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
を

披
露
し
ま
し
た
。
プ
ロ
野
球
東
京

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
青
木

宣
親

の
り
ち
か

選
手
（
24
歳：

日
向
市
出
身
）

と
那
須
瑞
稀
み
ず
き

さ
ん
（
10
歳：

日
知

屋
東
小
）
が
１
日
駅
長
に
就
任
。

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と

く
す
玉
割
り
も
あ
り
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
新
駅
ホ
ー
ム
上
で
開

通
式
が
あ
り
、
２
番
ホ
ー
ム
か
ら

下
り
特
急
に
ち
り
ん
５
号
が
出
発

し
て
行
き
ま
し
た
。

東
口
駅
前
広
場
で
は
、
多
く
の

市
民
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
新
日
向
市
が
誕
生
し
た

こ
と
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
市
民
ら
に
よ
っ
て
「
日
向
曳
山

ひ
む
か
ひ
き
や
ま

」

（
山
車

だ

し：

日
向
曳
山
保
存
会
）
が

製
作
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
駅

開
業
に
合
わ
せ
て
お
披
露
目
さ
れ

ま
し
た
。「
日
向
曳
山
」
は
、
今

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
祭

り
で
使
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
高

架
下
空
間
に
常
設
展
示
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。



日
本
全
国
で
提
供
さ
れ
て
い
る
加

入
電
話
、
公
衆
電
話
、
緊
急
通
報

（
１
１
０
番
・
１
１
８
番
・
１
１
９

番
）
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
。
こ
れ
ら
が
、

電
気
通
信
事
業
法
に
定
め
ら
れ
た
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
が
提
供

し
て
い
る
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
携

帯
電
話
や
Ｉ
Ｐ
電
話
の
普
及
及
び
電

話
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
の
進
展
な
ど
に

伴
い
通
話
料
金
が
大
幅
に
安
く
な
り

ま
し
た
が
、
一
方
で
は
、
こ
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
費
用
が

不
足
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西

日
本
も
含
め
固
定
電
話
・
携
帯
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
の
電

話
会
社
56
社
が
協
力
し
て
費
用
を
出

し
合
う
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス

制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
制
度
の

負
担
金
は
、
当
該
負
担
金
を
拠
出
す

る
電
気
通
信
事
業
の
費
用
の
一
部
を

構
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
最
終
的
に

は
そ
の
原
資
は
最
終
利
用
者
か
ら
の

料
金
収
入
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー

ビ
ス
制
度
の
負
担
金
を
拠
出
す
る
事

業
者
が
当
該
負
担
金
を
経
営
努
力
に

よ
っ
て
内
部
吸
収
す
る
か
、
あ
る
い

は
利
用
者
に
対
し
て
負
担
を
求
め
る

か
に
つ
い
て
、
経
営
判
断
に
よ
り
決

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は

ご
利
用
の
電
気
通
信
事
業
者
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

制
度
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
ぜ

ひ
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

制
度
に
関
す
る
詳
細
は
、
次
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

（http://w
w
w
.Soum

u.go.jp/joho_ts
usin/universalservice/index.htm

l

）

●
問
い
合
わ
せ

九
州
総
合
通
信
局

電
気
通
信
事
業
課
（
1
０
９
６
―
３

２
６
―
７
８
６
２
）

●
予
約
に
よ
る
試
験
期
間

２
月
19

日
（
月
）
〜
４
月
６
日
（
金
）
ま
で
。

＊
予
約
受
付
は
２
月
１
日
（
木
）
か

ら
開
始
。

●
予
約
方
法

①
普
通
免
許
等
の
受

験
者
は
、
受
験
予
定
日
の
前
日
ま
で

に
電
話
で
延
岡
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

（
1
０
９
８
２
―
33
―
９
９
９
９
）
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
②
原
付
、

小
特
免
許
受
験
者
は
、
原
則
と
し
て
、

受
験
予
定
前
日
ま
で
に
延
岡
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
に
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
予
約
受
付
時
間

月
曜
日
〜
金
曜

日
（
原
則
と
し
て
次
の
時
間
内
に
お

願
い
し
ま
す
。
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
２
時
〜
５
時
）

●
期
間
中
の
試
験
日

＊
祭
日
は
除
く
。

●
注
意
事
項

①
受
験
時
の
受
付
期

間
　
午
前
８
時
〜
９
時
　
②
宮
崎
運

転
免
許
試
験
場
等
で
受
験
す
る
人

（
宮
崎
運
転
免
許
試
験
場
及
び
都
城

免
許
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
受
験
予

約
制
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
験

す
る
各
試
験
場
に
直
接
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
）。

●
問
い
合
わ
せ

①
延
岡
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
（
1
０
９
８
２
―
33
―
９

９
９
９
）
②
宮
崎
運
転
免
許
試
験
場

（
1
０
９
８
５
―
31
―
０
１
１
０
内
線

７
５
５
―
３
１
２
）
③
都
城
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
（
1
０
９
８
６
―
25
―

９
９
９
９
）

宮
崎
労
働
局
で
は
、「
個
別
労
働

関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
労
使
双
方
か
ら

労
働
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
労
使
間
に
お
け
る
民
事
上

の
紛
争
（
解
雇
、
配
置
転
換
、
労
働

条
件
の
変
更
、
い
じ
め
・
い
や
が
ら

せ
、
損
害
賠
償
な
ど
）
に
つ
い
て
、

助
言
・
指
導
や
あ
っ
せ
ん
制
度
に
よ

る
解
決
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
っ
せ
ん
と
は
、
学
識
経
験
者
で

あ
る
中
立
の
第
三
者
が
労
使
双
方
の

主
張
の
要
点
を
確
か
め
、
紛
争
当
事

者
間
の
意
見
を
調
整
し
、
話
し
合
い

に
よ
り
、
紛
争
の
円
満
な
解
決
を
図

る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、
宮
崎
労
働
局
企
画
室

（
1
０
９
８
５
―
38
―
８
８
２
１
）
も

し
く
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日向市のホームページアドレス http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
で
、
有
権
者
の
申
請
に

基
づ
き
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
は
、

１
月
10
日
ま
で
に
農
業
委
員
会
へ
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
内
に
住
所
の
あ
る
人
②
20
歳

以
上
の
人
（
昭
和
62
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
）
③
耕
作
面
積
が

10
ア
ー
ル
以
上
あ
る
人
も
し
く
は
そ

の
人
と
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者

で
、
年
間
の
耕
作
従
事
日
数
が
60
日

以
上
あ
る
人

申
請
書
は
、
12
月
中
に
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
届
か
な
か
っ
た
人
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
（
1
内
線
２
２
３

３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時

２
月
４
日
（
日
）
午
前
10

時
開
場

●
会
場

日
向
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容

バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
グ
ル

メ
コ
ー
ナ
ー
、
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、

福
祉
施
設
コ
ー
ナ
ー
。

＊
福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
物
品
提
供
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

日
向
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
　
日
向
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
1
52
―

２
５
７
７
） お

知
ら
せ

市
は
、
４
月
か
ら
入
園
す
る
市
立

幼
稚
園
園
児
の
入
園
申
込
を
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
入
園
資
格

市
内
に
居
住
し
平
成

13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
。

●
申
込
書
の
配
布

各
市
立
幼
稚
園

及
び
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

●
受
付
期
間

１
月
15
日
（
月
）
か

ら
１
月
31
日
（
水
）
ま
で
。

●
受
付
場
所

各
市
立
幼
稚
園

●
問
い
合
わ
せ

東
郷
幼
稚
園
（
1

69
―
２
９
９
０
）、
坪
谷
幼
稚
園
（
1

69
―
７
１
５
０
）、
寺
迫
幼
稚
園
（
1

58
―
１
３
８
０
）、
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
（
1
内
線
２
４
２
２
）

市
は
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
入
所

す
る
認
可
保
育
所
（
園
）
の
児
童
の

入
所
申
込
を
、
次
の
と
お
り
受
け
付

け
ま
す
。

●
入
所
基
準

保
護
者
が
、
昼
間
働

い
た
り
、
長
期
の
病
気
や
出
産
な
ど

の
理
由
の
た
め
、
家
庭
で
児
童
の
保

育
が
で
き
な
い
場
合
が
対
象
で
す
。

幼
児
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
、
集

団
生
活
に
慣
れ
さ
せ
た
い
な
ど
の
理

由
で
は
、
入
所
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

●
申
込
書
の
配
布

福
祉
課
及
び
保

育
所(

園)

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
」
を
作
成
中
で
す

14

２
０
０
７
日
向
市
福
祉
の
つ

ど
い
を
開
き
ま
す

「
電
話
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ

ス
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

認
可
保
育
所
（
園
）
の

入
所
受
付
が
は
じ
ま
り
ま
す

延
岡
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

の
予
約
に
よ
る
試
験
期
間

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度

に
つ
い
て

募
　
集

日
向
市
立
幼
稚
園
の
園
児
を

募
集
し
ま
す

試
験
種
別

実
施
曜
日
（
毎
週
）

普
通
免
許
等

月
・
火
・
木
・
金

原
付
、
小
特
免
許

水

●
受
付
期
間

平
成
19
年
１
月
９
日

（
火
）
〜
１
月
31
日
（
水
）
ま
で
。

●
受
付
場
所

福
祉
課（
17
番
窓
口
）、

や
す
ら
ぎ
館

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て
支

援
係
（
1
内
線
２
１
６
３
）

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

等
を
活
用
し
て
大
学
教
育
を
行
っ
て

い
る
国
が
設
置
し
た
正
規
の
通
信
制

４
年
制
大
学
で
す
。

自
宅
で
目
的
や
興
味
に
応
じ
て
１

科
目
か
ら
受
講
で
き
る
ほ
か
、
所
定

の
単
位
を
修
得
す
る
と
、
学
士
（
教

養
）
の
学
位
が
取
得
で
き
る
と
と
も

に
、
各
種
国
家
試
験
の
受
験
資
格
が

得
ら
れ
た
り
、
１
次
試
験
が
免
除
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。

入
学
試
験
は
無
く
、
短
期
大
学
・

専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
３
年
次
編
入

学
が
可
能
で
す
。

併
せ
て
大
学
院
生
の
募
集
も
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
宮
崎

学
習
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
募
集
学
生
【
教
養
学
部
】
＝
全
科

履
修
生
（
卒
業
を
目
指
す
学
生
）、
選

科
履
修
生（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
）、

科
目
履
修
生
（
１
学
期
間
「
６
か
月
」

在
学
す
る
学
生
）﹇
大
学
院
﹈
＝
修
士

科
目
生
（
１
学
期
間
「
６
か
月
」
在

学
す
る
学
生
）、
修
士
選
科
生
（
１
年

間
在
学
す
る
学
生
）（
＊
平
成
19
年
度

の
修
士
全
科
生
の
募
集
は
既
に
終
了

し
て
い
ま
す
）

●
開
設
授
業
科
目
【
教
養
学
部
】
＝

15

人
文
・
社
会
・
自
然
・
産
業
な
ど
の

幅
広
い
分
野
の
約
３
０
０
科
目

【
大
学
院
】
＝
総
合
文
化
・
政
策
経

営
・
教
育
開
発
・
臨
床
心
理
な
ど
４

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
入
学
料

全
科
履
修
生
＝
２
２
、

０
０
０
円
、
選
科
履
修
生
＝
８
、
０

０
０
円
、
科
目
履
修
生
＝
６
、
０
０

０
円
、
大
学
院
修
士
科
目
生
＝
１
２
、

０
０
０
円
、
大
学
院
修
士
選
科
生
＝

１
６
、
０
０
０
円

＊
た
だ
し
、
日
向
市
民
に
つ
い
て
は
、

入
学
料
半
額
補
助
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

●
授
業
料

【
教
養
学
部
】
１
単
位

当
た
り
５
、
５
０
０
円
、【
大
学
院
】

１
単
位
当
た
り
１
１
、
０
０
０
円

（
ど
ち
ら
も
教
材
費
込
み
）

●
受
付
期
間

２
月
15
日
（
木
）
ま

で
。（
放
送
大
学
本
部
必
着
）

●
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送

大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー
（
1
53
―

１
８
９
３
）

①
Ｃ
Ｓ
３
級
受
験
準
備
講
座

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
ー
ビ
ス
技
能

評
価
試
験
（
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
部

門
３
級
の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
）

●
対
象
者

マ
ウ
ス
操
作
・
文
字
入

力
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
（
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ズ
）
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人
。

●
期
日

１
月
15
日
（
月
）
〜
１
月

26
日
（
金
）

●
時
間

エ
ク
セ
ル
　
午
前
９
時
〜

正
午
　
ワ
ー
ド
　
午
後
１
時
〜
４
時

●
受
講
料

各
コ
ー
ス
１
４
、
０
０

０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

●
定
員

20
人

●
申
込
締
切

１
週
間
前

②
て
ん
刻
教
室

あ
な
た
だ
け
の
印
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
て
ん
刻
は
、
軟
ら
か
い
石

に
文
字
な
ど
を
刻
む
も
の
で
す
。
押

印
し
た
印
影
自
体
が
独
立
し
た
作
品

で
あ
り
、
鑑
賞
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
期
日

１
月
19
日
（
金
）

●
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分●
受
講
料

２
、
３
０
０
円
（
材
料

費
込
み
）

●
申
込
締
切

１
月
12
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

延
岡
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
〒
８
８
９
―

０
５
１
３
　
延
岡
市
土
々
呂
町
４
丁

目
４
３
９
０
―
１
、
1
０
９
８
２
―

37
―
７
７
８
８
、
5
０
９
８
２
―
37
―

８
０
０
８
）

＊
受
講
希
望
者
が
少
数
の
場
合
は
、

開
講
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
入
居
日

３
月
１
日
（
木
）

●
用
紙
配
布
・
説
明
会

１
月
11
日

（
木
）

●
申
込
受
付

１
月
17
日
（
水
）
・

18
日
（
木
）

●
抽
選

１
月
24
日
（
水
）

●
仮
当
選
者
資
格
審
査

２
月
６
日

（
火
）

●
問
い
合
わ
せ

日
向
土
木
事
務
所

総
務
課
建
築
係
（
1
52
―
４
１
７
１
）

＊
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
の
間
。（
昼
休
み
は
除
く
）

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
「
お
舟
出

の
湯
」
で
は
現
在
、
温
泉
施
設
を
活

用
し
た
健
康
づ
く
り
事
業
（
利
用
助

成
券
の
発
行
、
健
康
講
座
の
開
催
、

健
康
相
談
な
ど
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。そ

の
事
業
と
し
て
、
地
域
住
民
の

健
康
意
識
の
拡
大
と
健
康
・
生
き
が

い
づ
く
り
を
推
進
し
「
健
康
寿
命
の

延
伸
と
元
気
な
日
向
市
づ
く
り
」
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
健
康
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

①
温
泉
と
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
標
語
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
。

②
日
常
の
健
康
、
元
気
づ
く
り
に
関

す
る
標
語
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
③
家
庭

で
の
健
康
、
元
気
づ
く
り
に
関
す
る

標
語
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
④
地
域
で
の

健
康
、
元
気
づ
く
り
に
関
す
る
標
語
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
。

●
募
集
締
切

平
成
19
年
１
月
31
日

（
水
）
ま
で
。

●
応
募
方
法

日
向
市
健
康
づ
く
り

課
、
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
「
お
舟

出
の
湯
」、
東
郷
町
住
民
生
活
課
に

備
え
付
け
の
専
用
応
募
用
紙
、
ま
た

は
官
製
は
が
き
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
は
が
き
で
の
応
募
の
際
は
標
語
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

な
お
、
標
語
は
１
回
の
応
募
に
つ

き
１
人
２
点
ま
で
で
す
。

【
官
製
は
が
き
の
宛
先
】「
〒
８
８
３

―
８
５
５
５
　
日
向
市
本
町
10
番
５

号
　
日
向
市
健
康
づ
く
り
課
」
宛

●
作
品
審
査
等

温
泉
健
康
づ
く
り

推
進
会
議
で
応
募
作
品
の
審
査
を
行

い
、
優
秀
な
作
品
に
は
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
19
年
２
月
に
開
催
予

定
の
「
国
保
と
健
康
フ
ェ
ア
」
で
発

表
・
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
国

民
健
康
保
険
係
（
1
52
―
２
１
１
１

内
線
２
１
５
３
）、
東
郷
町
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
住
民
生
活
課
（
1
69
―

２
１
１
１
内
線
６
１
２
２)

、
日
向
サ

ン
パ
ー
ク
温
泉
「
お
舟
出
の
湯
」

（
1
56
―
３
８
０
０
）

放
送
大
学
平
成
19
年
度

第
１
学
期
学
生
大
募
集

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

延
岡
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
・
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

国
保
い
き
い
き
温
泉
健
康
づ
く

り
標
語
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

＊
広
報
ひ
ゅ
う
が
は
、
各
区
を
通
じ
て

配
布
す
る
ほ
か
、
こ
こ
に
も
置
い
て
あ

り
ま
す
。【
配
布
協
力
店
】
▽
イ
オ
ン

九
州
㈱
日
向
店
▽
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
日
向

亀
崎
東
店
▽
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
日
向
北
町

店
▽
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
日
向
財
光
寺
店
▽

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
日
向
金
ケ
浜
店
▽
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
日
向
財
光
寺
東
店
▽
ロ

ー
ソ
ン
日
向
財
光
寺
店
▽
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
浜

店
▽
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
も
み
き
春
原
店
▽
み
き

屋
㈲
▽
エ
ブ
リ
ワ
ン
富
高
店
▽
コ
コ
ス
ト

ア
日
向
図
書
館
前
店
▽
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
か
わ
の
百
町
原
店
▽
ス
ー
パ
ー
ニ

シ
ム
ラ
美
々
津
店
▽
ス
ー
パ
ー
ハ
テ
ン
コ

ー
財
光
寺
店
▽
ス
ー
パ
ー
ハ
テ
ン
コ
ー
鶴

町
店
▽
マ
ル
イ
チ
江
良
店
▽
マ
ル
イ
チ
財

光
寺
店
▽
マ
ル
イ
チ
大
王
店
▽
コ
ー
プ
日

知
屋
▽
マ
ル
シ
ョ
ク
日
知
屋
店
▽
ミ
ス
タ

ー
マ
ッ
ク
ス
日
向
店
▽
グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ

日
向
▽
ホ
ー
ム
ワ
イ
ド
財
光
寺
店
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が
適
し
て
い
て
、
広
場
等
ど
ん
な

場
所
で
も
行
え
ま
す
。

ル
ー
ル
も
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り

や
す
く
、
投
球
方
法
も
年
齢
に
関

係
な
く
だ
れ
で
も
簡
単
に
習
得
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
知
的
な
要
素

も
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
投
球
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
駆
使
で
き
る
レ
ベ
ル
に

な
れ
ば
、
ゲ
ー
ム
戦
略
も
た
く
さ

ん
あ
り
奥
の
深
い
球
技
で
す
。

前
回
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
、
女
子
の
カ
ー
リ
ン
グ
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
が
、
ゲ
ー
ム
展
開

は
似
て
い
ま
す
。
次
回
の
教
室
に

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
で
は
、
日

ご
ろ
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の

な
い
多
く
の
人
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

教
室
で
ペ
タ
ン
ク
を
紹
介
し
て
い

て
、
ま
た
、
日
向
市
ス
ポ
レ
ク
大

会
で
も
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
採

用
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
参
加
者
が

少
な
い
の
が
実
情
で
す
。
今
月
は

こ
の
競
技
の
歴
史
、
特
徴
を
簡
単

に
紹
介
し
ま
す
。

ペ
タ
ン
ク
は
南
フ
ラ
ン
ス
の

ラ
・
シ
オ
タ
で
流
行
し
て
い
た

「
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
サ
ル
」
と
呼
ば
れ

た
ゲ
ー
ム
が
変
化
し
た
も
の
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
プ
ロ
ヴ

ァ
ン
サ
ル
」
は
、
広
い
場
所
が
必

要
で
、
助
走
を
つ
け
て
投
球
す
る

ゲ
ー
ム
で
し
た
が
、
こ
れ
を
投
球

す
る
ス
タ
ー
ト
の
位
置
と
目
標
球

の
距
離
を
短
く
し
、
助
走
も
禁
止

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
「
ペ
タ
ン
ク
」
の
誕
生

で
す
。「
ペ
タ
ン
ク
」
の
語
源
は
、

南
フ
ラ
ン
ス
地
方
の
方
言
「
ピ

エ
・
タ
ン
ケ(

両
足
を
揃そ
ろ

え
て)

」

に
由
来
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
老

若
男
女
だ
れ
で
も
楽
し
め
る
球
技

と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
普

及
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

発
祥
地
フ
ラ
ン
ス
で
は
５
０
０

万
人
以
上
が
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で

い
て
、
選
手
登
録
は
人
口
の
１
パ

ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
ラ
グ
ビ

ー
や
サ
ッ
カ
ー
と
同
じ
く
ら
い
人

気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
公
園
、

学
校
の
グ
ラ
ン
ド
等
の
ほ
ん
の
小

さ
い
ス
ペ
ー
ス
で
気
軽
に
プ
レ
ー

で
き
ま
す
。
ま
た
、
未
舗
装
で
ボ

ー
ル
が
バ
ウ
ン
ド
し
に
く
い
地
面

■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

ス ポ － ッ
■
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

ペ
タ
ン
ク
の
紹
介

市
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
人
に

対
し
、
宮
崎
交
通
発
行
の
高
齢
者

用
バ
ス
定
期
券
「
悠
々
パ
ス
」
の

購
入
費
半
額
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
補
助
を
受
け
る
際
に
は
、

市
で
発
行
し
て
い
る
補
助
券
が
必

要
で
す
。
パ
ス
の
有
効
期
限
が
最

大
で
半
年
の
た
め
、
３
月
に
交
付

を
受
け
た
人
は
９
月
に
新
た
に
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

下
記
の
日
程
で
交
付
を
し
ま
す
の

で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

■
問
い
合
わ
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

（
1
53
―
４
７
９
１
）

●
用
具

ボ
ー
ル(

金
属
製
・
フ

ラ
ン
ス
語
で
は
ブ
ー
ル)

、
ビ
ュ

ッ
ト(

目
標
球
、
木
製)

、
メ
ジ
ャ

ー(

市
販
の
も
の
で
よ
い)

●
ゲ
ー
ム
方
法

コ
ー
ト
は
４

ｍ
×
15
ｍ
を
基
本
と
し
ま
す
。
チ

ー
ム
編
成
は
ト
リ
プ
ル
ス(

１
チ

ー
ム
３
人)

、
ダ
ブ
ル
ス(

１
チ
ー

ム
２
人)

、
シ
ン
グ
ル
ス(

１
人
対

１
人)

の
型
式
で
行
わ
れ
ま
す
。

勝
敗
は
、
先
に
13
点
を
と
っ
た

チ
ー
ム
が
勝
ち
に
な
り
ま
す
。

■悠々パス発行日程表（1内線2169）

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
竹
島
町
）」

へ
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
燃
や
せ
る
ご
み
・
資
源
物
の
う

ち
古
紙
類
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

燃
や
せ
る
ご
み
・
資
源
物
の
う

ち
古
紙
類
を
直
接
持
ち
込
む
場
合

は
、
従
来
通
り
「
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
富
高
）」
へ
の
持
ち
込
み
と
な
り

ま
す
。

４
月
か
ら
の
持
ち
込
み
先

①
燃
や
せ
る
ご
み

資
源
物
の
う
ち
古
紙
類

②
燃
や
せ
な
い
ご
み

粗
大
ご
み
、
資
源
物
の
う
ち
缶

類
・
ビ
ン
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ト
レ

イ
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
古
布

●
分
別
持
ち
込
み
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
み
を
直
接
持
ち
込
む
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
込
み
先
に

応
じ
て
分
別
を
徹
底
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

市
は
、
昭
和
56
年
か
ら
26
年
間

に
わ
た
り
稼
動
し
て
い
た
「
日
向

市
粗
大
ご
み
処
理
施
設
」
を
老
朽

化
の
た
め
、
平
成
19
年
３
月
末
で

閉
鎖
し
ま
す
。

閉
鎖
に
と
も
な
っ
て
、
燃
や
せ

な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
・
資
源
物

な
ど
の
持
ち
込
み
先
が
変
わ
り
ま

す
。平

成
19
年
４
月
か
ら
、
燃
や
せ

な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
･
資
源
物

（
古
紙
類
以
外
）
を
直
接
持
ち
込

ま
れ
る
場
合
は
、「
ひ
ゅ
う
が
リ

■
３
月
末
で
粗
大
ご
み

処
理
施
設
を
閉
鎖

■
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
環
境
政
策
係

（
1
53
―
２
２
５
６
）

←←

ひ
ゅ
う
が

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

清
掃
セ
ン
タ
ー

３
月
末
で
閉
鎖
さ
れ
る

日
向
市
粗
大
ご
み
処
理
施
設

相 談 日 程 歴 史 探 訪
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■
人
権
相
談

と
　
き

１
月
17
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
大
王
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

■
行
政
相
談

と
　
き

１
月
17
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
大
王
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

＊
　
　
　
＊

と
　
き

１
月
17
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
社
協
東
郷
支
所

■
法
律
相
談(

要
予
約)

と
　
き
　
１
月
17
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
社
協
東
郷
支
所

(

1
69
―
２
１
１
６
）

＊
　
　
　
＊

と
　
き
　
１
月
18
日
（
木
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

(

1
52
―
２
１
１
１
）

■
年
金
巡
回
相
談

と

き
　
１
月
10
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
害
者
相
談

と

き
　
１
月
９
日
（
火
）

10：

00
〜
12：

00

と
こ
ろ
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー
　
　
　 (

1
52
―
５
４
３
４)

■
女
性
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
相
談

方
　
法
　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と
　
き
（
月
、
火
、
木
、
金
）

13：

00
〜
16：

00

と
こ
ろ
　
推
進
ル
ー
ム

「
さ
ん
ぴ
あ
」

(

1
55
―
１
６
６
０
）

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と
　
き
　
１
月
22
日
（
月
）

10：

00
〜
12：

00

と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
あ
ん
し
ん

課
介
護
給
付
係

（
1
内
線
２
１
７
６
）

■
納
税
は
便
利
な

口
座
振
替
で

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
市

内
の
金
融
機
関
、
市
役
所
、
東
郷

町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
及
び
支
所

で
で
き
ま
す
（
通
帳
、
通
帳
印
、

納
付
書
が
必
要
で
す
）。
振
替
日

は
毎
月
25
日
で
す
。

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

す
の
で
、
塩
見
城
と
ほ
ぼ
同
じ
こ

ろ
に
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

も
し
か
す
る
と
高
平
城
は
、
塩

見
城
の
出
城
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
の
で
、
周
辺
に
は
ま
だ
い

く
つ
か
の
城
跡
が
残
さ
れ
て
い
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
伊
東
氏
を
敗
っ
た

島
津
氏
は
、
塩
見
城
に
家
臣
を
派

遣
し
て
い
ま
し
た
が
、
天
正
13

（
１
５
８
６
）
年
４
月
に
は
島
津

氏
の
有
力
な
家
臣
で
、
当
時
、
宮

崎
城
（
宮
崎
市
池
内
）
を
守
っ
て

い
た
上
井
伊
勢
守
が
塩
見
城
の
視

塩
見
の
市
営
城
山
墓
園
は
、
塩

見
城
跡
の
一
部
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
塩
見
城
も
先
月
号
で
紹
介
し

た
日
知
屋
城
と
同
じ
よ
う
に
、
伊

東
氏
の
支
配
を
受
け
て
い
た
城

で
、
伊
東
氏
が
島
津
氏
に
敗
れ
た

あ
と
は
、
島
津
氏
の
支
配
下
に
入

り
ま
し
た
。

塩
見
城
が
い
つ
ご
ろ
築
か
れ
た

も
の
な
の
か
は
今
の
と
こ
ろ
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
で

も
城
跡
の
あ
ち
こ
ち
で
戦
国
時
代

の
陶
磁
器
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
城
跡
の
北
に
連
な
る
山

の
中
に
は
、
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
深
い
溝
（
堀
切
）

の
跡
が
い
く
つ
か
残
っ
て
お
り
、

か
な
り
強
固
な
城
で
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
塩
見
城
跡
の
西
側
に
位

置
す
る
中
村
地
区
に
も
高
平
城
と

呼
ば
れ
る
古
い
城
跡
が
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
城
跡
は
、
あ
ま
り
大

き
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

城
跡
の
中
央
に
掘
ら
れ
た
溝
の
中

か
ら
は
戦
国
時
代
ご
ろ
の
皿
や
茶

わ
ん
の
破
片
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

■
塩
見
城
跡

納期限内に納めましょう
市県民税　　 ４期
国民健康保険税　８期
（介護保険料　　　８期）
（納期　　　１月１日～1月31日）

税の納期

郷土の文化財を
訪ねて　　 ⑦

■
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
文
化
財
係

（
1
内
線
２
４
１
５
）

察
に
来
て
い
ま
す
。

そ
の
と
き
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

伊
勢
守
は
高
城
（
木
城
町
）
か
ら

尾
鈴
山
の
麓

ふ
も
と

を
通
っ
て
美
々
津
ま

で
行
き
、
そ
こ
か
ら
船
に
乗
っ
て

平
岩
に
上
陸
し
て
い
る
よ
う
で

す
。平

岩
か
ら
は
、
山
沿
い
の
道
を

通
っ
て
塩
見
城
に
向
か
っ
て
い
ま

す
が
、
船
に
乗
っ
た
こ
ろ
に
は
も

う
夕
暮
れ
が
迫
っ
て
い
た
の
で

「
名
に
し
お
ば
、
聞
い
て
答
え
よ

美
々
津
な
る
、
向
か
い
に
宿
は
有

る
や
無
し
や
と
」
の
一
首
を
詠
ん

で
心
配
し
て
い
ま
す
。

＊
社
協
＝
社
会
福
祉
協
議
会

塩
見
・
権
現
原
か
ら
望
む
塩
見
城
跡



温 泉 館 報
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健 康 家 族
■
温
泉
へ
入
ろ
う
⑧

温
泉
史
に
詳
し
く
な
い
人
で
も

有
名
な
三
つ
の
温
泉
の
名
前
を
聞

く
と
「
聞
い
た
事
が
あ
る
」
と
い

う
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
「
道
後
温
泉
（
愛
媛
県
）
」

「
白
浜
温
泉(
和
歌
山
県)

」「
有
馬

温
泉
（
兵
庫
県
）」
の
三
つ
の
温

泉
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
「
日
本
三
古
湯
」

と
い
わ
れ
、
多
く
の
人
々
に
愛
さ

れ
て
き
た
名
湯
で
、
歴
史
の
記
述

の
中
に
も
登
場
し
て
く
る
ほ
ど
の

老
舗
と
い
う
か
大
ベ
テ
ラ
ン
と
も

い
え
る
温
泉
で
す
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
の
古
い
温
泉

に
は
、
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
い
い

ほ
ど
開
湯
の
謂い

わ

れ
が
残
っ
て
い
ま

す
。
中
に
は
、
弘
法
大
師
が
全
国

で
１
０
０
湯
を
発
見
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
も
の
や
動
物
の
熊
・

鹿
・
猿
・
鶴
・
鷺わ

し

な
ど
が
温
泉
で

傷
を
癒い
や

し
て
い
る
の
を
見
て
温
泉

を
見
つ
け
た
と
い
う
伝
承
も
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。

年
が
改
ま
っ
て
初
め
て
入
る
お

風
呂
を
初
湯
、
初
風
呂
と
い
い
ま

す
が
、
今
年
の
初
風
呂
は
こ
の
よ

う
な
温
泉
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら

楽
し
ん
で
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

日向サンパーク
温泉へ行こう

健康はみんなで
つくる宝物

■
集
団
検
診
を
追
加
実
施

「
申
込
受
付
中
！
」

８
月
か
ら
11
月
ま
で
各
種
集
団

検
診
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
未
受

診
者
多
数
の
た
め
集
団
検
診
の
申

し
込
み
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

●
実
施
検
診
「
胃
が
ん
検
診
・
30

歳
以
上
」
・
「
子
宮
が
ん
検
診
・

20
歳
以
上
」
・
「
乳
が
ん
検
診
・

40
〜
69
歳
」
で
す
。

●
実
施
時
期

１
月
下
旬
ご
ろ
。

●
実
施
会
場

実
施
会
場
に
つ
い

て
は
、
申
し
込
ん
だ
人
に
別
途
通

知
し
ま
す
。

●
申
込
締
切

１
月
19
日
（
金
）

●
申
込
先

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

＊
電
話
（
1
内
線
２
１
８
４
）、

ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
5
56
―

１
４
２
３
）
で
。

＊
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
２

年
に
１
回
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

＊
70
歳
以
上
の
「
乳
が
ん
検
診
」

に
つ
い
て
は
、
個
別
検
診
の
申
し

込
み
を
同
様
に
受
付
し
ま
す
。

■
健
（
検
）
診
実
施
医
療
機
関

の
お
知
ら
せ

基
本
健
康
診
査
実
施
医
療
機
関

に
「
ほ
そ
し
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
1
50

―
０
０
８
０
」
を
追
加
し
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
実
施
医
療
機
関
に

「
和
田
病
院
1
52
―
０
０
１
１
」

を
追
加
し
ま
す
。

■
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
か
？

寒
い
こ
の
時
期
、
つ
い
つ
い
体

を
動
か
す
の
が
お
っ
く
う
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
運
動
不
足
が
つ
づ

く
と
、
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響

を
も
た
ら
し
ま
す
。

「
体
を
動
か
す
」
と
い
う
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
（
運
動
）

を
想
像
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
肉
体
を
使
っ
た
労
働
、
家
事
、

通
勤
の
た
め
の
歩
行
、
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
、
日
常
生
活
の
中
の
動
き

（
身
体
活
動
）
も
健
康
づ
く
り
に

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

運
動
不
足
を
自
覚
し
て
い
る
け

れ
ど
、
な
か
な
か
実
行
で
き
な

い
・
・
・
と
い
う
人
。
毎
日
の
生

活
の
中
に
、
体
を
動
か
す
チ
ャ
ン

ス
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
身
体

活
動
量
を
増
や
す
だ
け
で
も
十
分

に
効
果
は
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
か
ら

始
め
て
み
よ
う
！

・
家
を
10
分
早
く
出
て
、
歩
く
距

離
を
の
ば
す
。

・
休
憩
時
間
な
ど
に
ス
ト
レ
ッ
チ

ン
グ
や
体
操
を
す
る
。

・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
等
を
使
わ

ず
、
階
段
を
利
用
す
る
。

・
家
事
や
庭
仕
事
に
積
極
的
に
取

り
組
む
。

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ

な
ど
、
で
き
る
こ
と
・
簡
単
な
こ

と
か
ら
始
め
る
。

・
運
動
に
早
急
な
効
果
を
求
め

ず
、
さ
わ
や
か
な
気
分
を
感
じ
る

こ
と
を
大
切
に
す
る
。

ぜ
ひ
「
体
を
動
か
す
」
こ
と
を

今
年
の
目
標
の
ひ
と
つ
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

かきフライスペシャル
おねだん　１，２５０円

のかきを使ったか
きフライに、人気

の高い大海老フライ・チ
キン南蛮のついたスペシ
ャルセットです。また、
定食やかきフライカレー
もあります。うまみをい
っぱい含んだかきのおい
しさは絶品です！　ぜひ
一度ご賞味ください。

O

・TA
B
E
T
E
N
N
A
I

お

・

た

べ

て

ん

な

い

！

レ
ス
ト
ラ
ン
潮
音
情
報

■問い合わせ
日向サンパーク温泉
「お舟出の湯」まで。
156－3800
●営業時間
午前10時～午後10時
●１月の休館日
15日（月）のみ。
※毎月第１・第３月曜日
(祝日の場合は翌日)

■市民の皆さんへお得な情報です
＊お舟出とくトクカレンダー＊
12月からサービスの内容が変わり
ました！　どうぞご覧ください。

http://www.city.hyuga.miyazaki.jp

/sunpark/calendar/kindex.php

旬

■
お
舟
出
の
湯

１
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

●
年
賀
は
が
き
で
入
浴
無
料
！

年
賀
は
が
き
の
６
桁
の
く
じ
番

号
の
中
に
３
・
８
・
０
・
９
の
数

字
が
入
っ
て
い
れ
ば
入
浴
無
料
。

＊
数
字
の
並
び
は
順
不
同
。

●
ク
イ
ズ
に
答
え
て
商
品
ゲ
ッ
ト

温
泉
に
あ
る
応
募
用
紙
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
26
日
の
風
呂
の

日
に
当
選
者
発
表
。

●
浴
場
毎
日
入
れ
替
え
中

平
成
18
年
12
月
か
ら
男
女
の
浴

場
を
毎
日
入
れ
替
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係

（
1
内
線
２
１
８
４
）
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▼
新
し
く
な
っ
た
日
向
市
駅
、
皆
さ
ん
は
も
う

行
っ
て
み
ま
し
た
か
？
　
す
ご
く
き
れ
い
で
す

よ
。
特
別
企
画
（
４
〜
５
Ｐ
）
の
新
日
向
市
駅

の
写
真
は
、
新
駅
舎
に
反
射
し
て
い
る
朝
焼
け

．
．
．

雲
の
写
真
で
す
。
朝
日
が
姿
を
現
す
に
つ
れ
て
、

新
駅
の
表
情
が
変
わ
っ
て
い
き
感
動
し
ま
し

た
。
▼
さ
て
原
稿
を
校
了
し
て
一
息
。
机
の
上

の
資
料
や
引
き
出
し
の
中
を
整
理
し
て
い
る

と
、
と
き
ど
き
思
い
が
け
な
い
物
が
出
て
き
ま

す
。「
何
で
こ
ん
な
物
を
大
事
に
と
っ
て
お
い

た
ん
だ
ろ
う
？
」
と
驚
く
Ｋ
―
。
年
末
の
大
整

理
も
驚
嘆
の
連
続
で
し
た
。
▼
新
し
い
年
が
あ

け
ま
し
た
。
１
年
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
ね
。

と
い
う
か
、
広
報
を
つ
く
っ
て
い
る
と
早
い
の

で
す
。
す
ぐ
に
締
切
が
来
る
ん
で
―
。
▼
ど
う

ぞ
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人　口 63,261 人 〈 －11〉
男 29,771 人 〈 －20〉
女 33,490 人 〈 ＋9〉

世帯数 24,217 世帯 〈 ＋14〉

転　入 121人 転　出 131人
出　生 55人 死　亡 56人
面　積　（H18.2.25～） 336.29k㎡

こ
ち
ら
編
集
室

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
１
月
12
日
（
金
）

26
日
（
金
）

対
象
／
平
成
18
年
10
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
１
月
24
日
（
水
）

対
象
／
平
成
18
年
６
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
１
月
10
日
（
水
）

対
象
／
平
成
17
年
12
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
１
月
17
日
（
水
）

対
象
／
平
成
17
年
６
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
１
月
11
日
（
木
）

対
象
／
平
成
15
年
６
月
生
ま
れ

※
受
付
時
間
　
７
か
月
児
・
１
歳
６
か

月
児
・
３
歳
児
／
午
後
０
時
45
分
〜
１

時
15
分
、
３
か
月
児
／
午
後
１
時
〜
１

時
30
分
、
１
歳
児
／
午
前
９
時
30
分
〜

10
時
　
東
郷
会
場
は
対
象
者
に
別
途
案

内
し
ま
す
。
日
程
等
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
母
子
健
康
手
帳

を
忘
れ
ず
に
。

日向市保育協議会
（153ー5857）

藤本　藍
あい

ちゃん
(往還)

橋本　風音
うたね

ちゃん
(往還)

乳
幼
児
健
診

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

日曜在宅医の確認は153－1214へ

テレホンサービス

〈
Ｋ
〉

音
楽
の
不
思
議
な
力
を
使
っ
て

こ
ど
も
た
ち
の
心
の
中
へ
働
き
か

け
、
無
理
な
く
、
さ
り
げ
な
く
、

心
を
ゆ
り
動
か
し
ま
す
。
そ
し
て

心
の
中
に
生
ま
れ
て
く
る
変
化

が
、
こ
ど
も
た
ち
自
身
の
成
長
や

発
達
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

音
や
音
楽
を
使
っ
た
遊
び
を
通

し
て
、
こ
ど
も
た
ち
と
も
っ
と
近

づ
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

●
募
集
す
る
幼
児
の
年
齢

１
歳
８
か
月
〜
２
歳
６
か
月
児

と
保
護
者

●
開
催
日

【
１
回
目
】
１
月
23
日
（
火
）

【
２
回
目
】
２
月
27
日
（
火
）

【
３
回
目
】
３
月
28
日
（
水
）

＊
３
回
と
も
参
加
で
き
る
こ
と
。

●
時
間
と
内
容

【
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
】
朝
の

集
ま
り
・
う
た
遊
び
・
音
楽
に
あ

わ
せ
て
体
を
動
か
し
た
り
、
楽
器

に
触
れ
て
音
を
出
し
た
り
し
て
遊

ぶ
。

【
午
前
11
時
30
分
〜
12
時
】
帰
り

の
集
ま
り
・
希
望
に
応
じ
て
個
別

●会場 日向市民健康管理センター ●問い合わせ 1内線２１８４

の
相
談
。

●
会
場

切
島
山
１
区
公
民
館

●
ス
タ
ッ
フ

音
楽
療
法
士
・
保

育
士
・
保
健
師
な
ど
。

●
参
加
費

無
料

●
申
込
方
法

電
話
（
1
内
線
２

１
８
４
）
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

（
5
56
―
１
４
２
３
）
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切

１
月
15
日
（
月
）、

先
着
20
組
ま
で
。

■
妊
婦
・
育
児
教
室
な
ど

・
パ
パ
マ
マ
教
室
（
１
月
28
日
）

午
前
10
時
〜
12
時
　
＊
要
予
約

・
マ
ザ
ー
ク
ラ
ス
（
１
月
19
日
）

午
後
１
時
〜
３
時
　
＊
要
予
約

・
ｂ
ｅ
ｂ
ｅ
ク
ラ
ブ
（
１
月
16
日
）

午
後
２
時
〜
３
時

・
も
ぐ
も
ぐ
教
室
（
離
乳
食
教
室
）

（
１
月
18
日
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
　
＊
要
予
約
　

・
す
く
す
く
教
室
（
育
児
教
室
）

（
１
月
25
日
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

●
会
場

市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

市
民
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
1
内
線
２
１

８
４
）

～止まって確認！無事故に挑戦～

10月中の交通事故
人身事故 死亡 負傷者 物損事故
32件 0人 43人 83件
（－6） （－1） （－6） （－6）

日向市の人口と世帯
（含む外国人登録者／H18.12.1現在）

音
楽
を
活
用
し
た
こ
ど
も
た
ち
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
『
リ
ズ
ム
あ
そ
び
教
室

♪
ド
レ
ミ
く
ら
ぶ
』
の
ご
案
内
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新日向市が誕生したことを記念するイベントとして
市民らによって「日向曳山

ひむかひきやま

」（山車
だ し

：日向曳山保存会）
が製作されていましたが12月17日、新駅開業に合わ
せてお披露目されました。「日向曳山」は、今後、さ
まざまなイベントや祭りで使用されます（13ページ
に関連記事）。表紙写真は日向曳山の上で和太鼓をた
たく子ども。


